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学 位 論 文 要 旨 
 
 Etanercept promotes bone formation via suppression of Dickkopf-1 expression in rats 


























































審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、関節リウマチ（RA）モデルであるコラーゲン誘発関節炎ラットに腫瘍壊死因
子阻害生物学的製剤の一つであるエタネルセプト(Etanercept；ETN)を投与し、骨組織内の
骨芽細胞および破骨細胞の分化に関わる遺伝子発現と、組織学的な変化を骨形態計測学的
に検討したものである。その結果、ETNは破骨細胞性の骨破壊の抑制の二次的な結果ではな
く、一次的に骨形成を促進する可能性のあることが示された。本論文の内容は、ヒトRAに
見られる生物学的製剤による骨修復の病態とその機序の一端を明らかにしたものであり、
リウマチ学に寄与するとともに、明らかに学術の水準を高めたものと認められる。 
